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織田修二教頭

足寄高等学校（西堀隆亮校長）の２年生が６月９・10日の２日間にわたり、町内の事業所でインタ

ーンシップ（職業体験）を行いました。

役場を訪れた６人の生徒が広報づくりを体験。「足寄高等学校をＰＲ」をテーマに生徒たちが書いた

記事をご紹介します。

足
寄
高
校
存
続
へ
の
取
り
組
み

祝　

全
道
大
会
出
場

足
高
で
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
？

存
続
危
機
か
ら
２
間
口
維
持

　

昨
年
度
の
足
寄
高
校
へ
の
入
学

生
は
30
人
と
少
な
く
、
そ
の
結
果

１
間
口
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
市
内
校
へ
の

進
学
の
増
加
や
足
寄
高
校
の
魅
力

の
情
報
発
信
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
べ

く
、
足
寄
高
校
で
は
昨
年
度
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
を
上

げ
た
他
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た

授
業
公
開
や
合
同
進
路
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
時
は
足
寄
高
校
の
存
続
も
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
入
学

者
は
45
人
と
な
り
、
２
間
口
維
持

の
実
現
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

３
年
連
続
進
路
決
定
率
１
０
０
％ 

　

足
寄
高
校
が
３
年
連
続
進
路
決

定
率
１
０
０
％
を
実
現
で
き
た
背

景
に
は
、
先
生
方
の
き
め
細
か
な

進
路
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
進
学
、

就
職
を
目
指
す
上
で
必
要
な
面
接

練
習
や
履
歴
書
の
作
成
な
ど
を
授

業
の
一
環
と
し
て
行
い
、
生
徒
一

人
一
人
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
き

ま
し
た
。
生
徒
数
が
少
な
い
と
い

う
利
点
を
生
か
し
た
学
習
法
が
こ

の
よ
う
な
結
果
に
結
び
付
い
た
の

で
す
。

町
か
ら
の
支
援

　

足
寄
高
校
は
、
町
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
一
つ
目
は
通
学
費
用
の
支
援
で

す
。
町
外
か
ら
通
う
生
徒
に
対
し

て
バ
ス
の
定
期
券
購
入
代
金
の
全

額
補
助
を
行
っ
て
い
る
他
、
自
家

用
自
動
車
で
通
学
し
て
い
る
生
徒

に
は
月
額
２
０
０
０
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
二
つ
目
は
下
宿
代
の
支

援
で
す
。
本
町
で
下
宿
を
す
る
生

徒
に
対
し
て
下
宿
代
の
一
部
が
補

助
さ
れ
ま
す
。
三
つ
目
は
入
学
一

時
金
で
す
。
入
学
時
に
全
員
に
７

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
見
学
旅
行
一
時
金
の
支
給

や
各
種
試
験
費
用
の
全
額
負
担
な

ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

教
頭
先
生
に

聞
い
て
み
た

　

今
年
の
４
月
に
、
教
員
17
年
目

に
し
て
初
め
て
足
寄
高
校
に
赴
任

し
た
、
織
田
修
二
教
頭
先
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

織
田
教
頭
に
足
寄
高
校
の
第
一

印
象
を
聞
い
て
み
る
と
「
豊
か
な

自
然
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
の

中
で
勉
強
や
運
動
が
で
き
る
の
は

良
い
こ
と
だ
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
足
寄
高
校
の
生
徒

の
良
い
と
こ
ろ
を
聞
く
と
「
あ
い

さ
つ
が
で
き
、
人
な
つ
っ
こ
く
笑

顔
が
素
敵
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

教
頭
に
就
任
し
て
１
年
目
と
い

う
織
田
教
頭
は
、
こ
の
仕
事
に
つ

い
て
「
教
員
時
代
と
仕
事
上
の
立

ち
位
置
は
違
っ
て
も
、
生
徒
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
は

変
わ
り

な
い
た

め
、
や

り
が
い

を
感
じ

る
」
と

話
し
ま

し
た
。

道
部
は
現
在
男
子
７
人
、

女
子
６
人
の
計
13
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
高
体
連
集
約
大

会
で
は
２
年
連
続
の
ア
ベ
ッ
ク
制

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
全
道
大

会
な
の
で
、
悔
い
の
な
い
プ
レ
ー

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

球
部
は
現
在
男
子
15
人
、

女
子
６
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
国
民
体
育
大
会
で
は
男
女

シ
ン
グ
ル
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
が
全

道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

日
々
の
努
力
を
結
果
に
表
し
、
さ

ら
に
全
国
大
会
へ
と
切
符
が
つ
な

が
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

上
部
は
男
女
合
わ
せ
て
、 

５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
道
大
会
出
場
を
決
め
た

部
員
も
数
多
く
、
日
々
練
習
し
に

ぎ
わ
い
も
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
る
部
活
動
で
す

が
、
そ
の
日
に
合
っ
た
ベ
ス
ト
の

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

弓

卓

陸

夢
を
見
付
け
よ
う

　

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事

業
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
ウ
ェ
タ
ス
キ

ウ
ィ
ン
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

体
験
で
き
ま
す
。

　

現
地
の
中
学
校
を
見
学
に
訪
れ

た
際
、
私
た
ち
が
通
っ
て
い
る
学

校
と
は
違
う
点
を
見
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
し
カ
ナ
ダ
の
美
し
い
景
観
や

異
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

日
本
と
は
違
っ
た
習
慣
や
風
習
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
視
野
を
広
げ

る
良
い
経
験
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は

　

先
生
と
生
徒
が
向
き
合
う
こ
と

は
、
学
習
し
て
い
く
上
で
大
切
な

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
先
生
と
生

徒
の
距
離
が
近
付
く
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

信
頼
感
が
生
ま
れ
、
授
業
な
ど
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合

に
も
す
ぐ
に
質
問
で
き
る
と
い
う

良
い
関
係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

足
寄
高
校
は
少
人
数
の
た
め
、

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能

な
学
校
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に

入
学
し
て
も
ら
い
、
身
を
持
っ
て

知
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
、
足
寄
高
校
で

給
食
の
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
校
の
生
徒
の
確
保
と
、

栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
保
護
者
の
願
い
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
。
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
改
築
に
伴
い
開
始
さ
れ

た
給
食
は
、
ほ
ぼ
全
校
生
徒
に
当

た
る
１
０
５
人
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

給
食
費
は
全
て
町
が
負
担
す
る
た

め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

取
材
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
醤
油
ラ

ー
メ
ン
、
焼
ぎ
ょ
う
ざ
、
と
っ
と

昆
布
の
３
種
類
。
陸
別
町
か
ら
通

っ
て
い
る
長
坂
拓
海
さ
ん

（
３
年
）

は
「
お
い
し
く
て
満
足
で
き
る
量
。

弁
当
を
作
る
手
間
も
省
け
て
、
母

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

給
食
の
提
供
を
開
始
！
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足寄高等学校

第57回 観 岳祭

　

足
寄
高
等
学
校
（
西
堀
隆
亮
校

長
）
の
第
57
回
観
岳
祭
が
７
月

11
・
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｐ
ｕ
ｚ
ｚ
ｌ

ｅ
～
青
春
へ
の
１
ピ
ー
ス
」
の
テ

ー
マ
の
下
、
生
徒
た
ち
が
考
え
た

数
々
の
催
し
で
学
校
祭
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
あ
し

ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
炎
天
の
下
、
生
徒
た

ち
は
手
作
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と

い
力
強
い
踊
り
を
披
露
。
高
校
生

活
最
後
と
な
る
３
年
生
の
躍
動
す

る
姿
に
は
、
詰
め
掛
け
た
大
勢
の

見
物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
生
徒
た
ち
に
よ
る

綿
あ
め
や
か
き
氷
な
ど
の
模
擬
店

や
父
母
に
よ
る
食
堂
が
開
か
れ
た

他
、
吹
奏
楽
局
の
演
奏
や
演
劇
部

の
公
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
校
舎
内

は
保
護
者
や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
総

合
１
位
が
３
年
Ａ
組
、
２
位
が
３

年
Ｂ
組
、
３
位
が
２
年
Ａ
組
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

≪写真：上段から≫

●１－Ａ「ピエロ」

●１－Ｂ「ＬＯＶＥ」

●２－Ａ「Ｈａｌｌｏｗｅｅｎ　Ｐａｒｔｙ」

●３－Ａ「ＫＡＧＵＹＡ」

●３－Ｂ「ＳＭＩＬＥ」

5

仮装パレード　　　　
パフォーマンスショー



まちかどまちかどまちかど

6

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

7

　「後藤軍治透明水彩展」が町民センターロ

ビーで開催され、会場には閉校になった町内

の小中学校をはじめ、後藤さ
んの思い入れのあ

る風景などを描いた作品が展示されました。

後藤さ
んは「どれも思い出深い景色で、一つ一

つ丁寧に描いた。この風景画を皆さんに楽し

んでもらえれば」と話しました。

７.２ 懐かしの風景

　足寄中学校（廣瀬正幸校長）で、３年生を

対象とした「生教育授業」が行われ、協力し

た母親と赤ちゃん11組が同校を訪れました。

生徒たちはグループに分かれ、赤ちゃんを抱

いたり、あやしたりして触れ合った他、母親

に子どもが生まれた時の心境などを質問し、

命の大切さをあらためて学んでいました。

７.９ 命の重さを知る

　ばんえい競馬「第８回足寄町産駒記念レー

ス」が帯広競馬場で開催され、町内生産の２

歳馬８頭が出走。５００kg 近い重りを乗せ

た鉄そりを引きながら２カ所の坂を力強く駆

け上がる姿に、競馬ファンらから熱い声援が

送られました。レースは、宮口孝治さ
ん生産の

コウシュハアバターが１着でゴールしました。

７.８ 足寄の魅力再発見！

７.５ 力強く駆け上がる

　足寄町内観光体験ツアー（あしょろ観光協

会、町主催）が行われました。町内の他、帯

広市や池田町などから約40人が参加。足寄動

物化石博物館の澤村寛館長によるガイドの下、

阿寒国立公園内にある阿寒硫黄鉱山跡や螺湾

ブキ鑑賞ほ場などを巡り、足寄町の歴史や魅

力を再発見していました。

６.26 喜ぶ顔を糧にして
　足寄町赤十字奉仕団（森博子委員長）の団

員17人が役場裏で廃油石鹸と古着を利用した

ウエス作りを行いました。森委員長は「保育

所や町民の方から、廃油や古着を提供してい

ただき続けてこられた。石鹸作りは体力的に

もきつい作業ですが、皆さんの喜ぶ顔を楽し

みにこれからも続けたい」と話しました。

気分はもう消防士！
　子育てサークル「ひよこクラブ」（加地和

音代表）に加入する12組の親子が足寄消防署

（大竹口孝幸署長）を訪れました。参加者ら

は職員から説明を受けながら、消防車や救急

車の内部を見学。その後、ミニ防火衣の試着

や放水などを体験し、子どもたちは目を輝か

せていました。９カ月のお子さんと参加した

二上優美さ
んは「普段間近で見る機会がない消

防車や救急車の内部も見学でき、とてもため

になりました」と笑顔を見せました。

　また、町認定こども園どんぐり（佐竹桃代

園長）で足寄消防団（國見將団長）本団女性

消防団員らによる防火ＰＲが行われ、年長児

44人が参加。これは幼少期のうちから防火意

識を持ってもらおうと年１回行われており、

子どもたちはミニ防火衣を着用して放水を体

験したり、消防車に試乗したりしました。

７.10 交通安全を祈って
　函館市在住の森久子さ

ん（96歳）から、交通

安全を祈願して作ったつまようじ入れ（３０

０個）が届きました。森さ
んは、子どものころ

に足寄町に住んでいたことが縁で、９年前か

ら毎年、寄贈してくれています。このつまよ

うじ入れは、町の交通安全キャンペーンなど

で、ドライバーに手渡されます。

6. 24　子育てサークル「ひよこクラブ」

7. 9　町認定こども園どんぐり



まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

　広島、長崎の原爆の惨禍を伝える「原爆写

真展」が町民センターロビーで開かれました。

会場には、説明文付きの写真など54点が展示。

原爆投下直後の広島の街並みや爆心地から１

㎞にあった駅のプラットホームで亡くなった

母と子の写真などが展示され、来観者は平和

の尊さをあらためて考えていました。

７.22 戦争の恐ろしさを伝える

安全運転を呼び掛ける
　足寄町交通安全協会女性ドライバー支部が

足寄交番前で、螺湾小学校、同地区老人クラ

ブなどが共催してらわん蕗の里前で交通安全

キャンペーンを行いました。また、螺湾保育

所の園児による交通安全パネル展が、あしょ

ろ銀河ホール21で開催され、ドライバーに交

通安全を呼び掛けました。

７.10 認知症について学ぶ
　足寄町婦人ボランティアクラブ（石井圭子

会長）による認知症サポーター養成講座が町

民センターで行われ、会員13人が受講しまし

た。参加者は、役場福祉課職員から認知症の

特性や症状について説明を受けた後、グルー

プに分かれ認知症の方への接し方などを話し

合い、知識を深めていました。

7. 10　螺湾保育所

7. 10　螺湾小学校・螺湾老人クラブ 7. 13　女性ドライバー支部

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
で

田
中
泯
さ
ん

が
場
踊
り
を
実
施

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
れ
」

に
出
演
し
て
い
る
、
世
界
的
ダ
ン
サ
ー
・
田

中
泯
さ
ん

（
70
歳
）
が
、
６
月
23
日
に
九
州
大

学
北
海
道
演
習
林
を
訪
れ
、
自
然
の
中
で
即

興
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
中

さ
ん

の
踊
り
の
原
点
で
も
あ
り
、
国
内
外
で
行

っ
て
い
る
「
場
踊
り
」
の
一
環
。

　

関
係
者
の
み
が
見
守
る
中
、
田
中
さ
ん

は
ミ

ズ
ナ
ラ
や
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
が
生
え
る
自
然

林
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
雄
大
な
自
然
の

営
み
を
全
身
で
表
現
。
切
り
株
や
朽
ち
果
て

て
横
た
わ
る
木
に
触
れ
た
り
、
時
折
空
を
仰

い
だ
り
し
な
が
ら
、
そ
の
場
で
30
分
ほ
ど
踊

り
続
け
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん

は
「
場
踊
り
は
、
そ
の
場
所
か
ら

生
ま
れ
る
踊
り
。
こ
こ
に
立
つ
と
死
ん
で
い

っ
た
り
、
生
ま
れ
て
き
た
り
し
た
も
の
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
然
の
循
環
で
あ
る

消
滅
と
再
生
は
人
間
も
同
じ
。
こ
う
い
う
場

所
で
踊
る
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
な
ん
だ
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
町
が
実
施
す
る
学
童
保
育
所
無
償
化
事

業
等
の
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
の
日
中

一
時
支
援
事
業
の
利
用
者
負
担
額
を
無
償
と

し
ま
し
た
。

　

日
中
一
時
支
援
と
は
、
一
時
的
に
見
守
り

を
必
要
と
す
る
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
が
、

家
庭
や
学
校
以
外
で
の
社
会
生
活
訓
練
、
余

暇
活
動
を
通
じ
た
協
調
性
、
社
会
性
な
ど
を

習
得
で
き
る
場
に
な
る
と
と
も
に
、
保
護
者

の
介
護
に
よ
る
疲
労
回
復
や
自
由
な
時
間
の

確
保
、
就
労
の
支
援
を
図
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
町
内
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い

児
・
者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
（
藤
原
茂

理
事
長
）」
が
運
営
す
る
「
地
域
生
活
支
援

事
業
所
え
く
ぼ
」
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
方

に
は
、
同
事
業
所
か
ら
返
戻
金
等
の
通
知
が

あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
詳
細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
２

　

８
月
５
日
、
足
寄
高
等
学
校
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
公
設
民
営
塾
（
南
６

－

１
）
の
改
装
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
授
業
の
補
完
、
生
徒

の
学
力
向
上
を
支
援
し
、
同
校
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
図
る
「
足
寄
高
等
学
校
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
入
学

者
の
確
保
や
高
校
存
続
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
営
は
、
同
校
Ｏ
Ｂ
の
高
橋
宏
幸
さ
ん

が
代
表
取
締
役
を
務
め
、
学
習
塾
や
ス

ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
経
営
す
る
㈱

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47
（
本
社

：

東
京
都
）
が

担
い
、
今
年
９
月
に
開
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
の

日
中
一
時
支
援
事
業
が

無
償
に
な
り
ま
し
た

足
寄
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
！

公
設
民
営
塾
の

改
装
工
事
が
ス
タ
ー
ト

改装工事が進む公設民営塾
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■手当にかかわるお知らせ

ご存じですか？

児童扶養手当・特別児童扶養手当

【注意事項】

・各手当には、所得制限が設けられています。受給者本人または同居親族の所得が限度額を超えた場

合、支給が停止されます。

・昨年度、所得制限で受給できなかった方でも、平成27年度（平成26年分）所得により、受給できる

場合があります。

詳　　細　福祉課保健福祉室福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

児童扶養手当 特別児童扶養手当

　両親の離婚などにより、父（母）親

と一緒に生活していない母子（父子）

家庭の生活の安定と自立を助け、児童

の心身の健やかな成長のために支給さ

れます。

　障がい児の福祉の増進を図るため、

精神または身体に中度以上の障害があ

る児童を育てている家庭に支給されま

す。

【支給対象】

　18歳までの児童（18歳に到達した日以降の

最初の３月31日までの間にある者）を扶養し

ている母（父）や、母（父）に代わってその

児童を扶養している方

【支給月額】※児童１人の場合

　全額支給　42,000円

　一部支給　41,990円～9,910円

　※養育者の所得により異なります。

　２人目の児童は月額5,000円、３人目以降

の場合は１人当たり月額3,000円が加算され

ます。

【支 給 月】

　４月、８月、12月

【支給対象】

　精神や身体に障がいのある20歳未満の児童

の父、母、または父母に代わってその児童を

養育している方

※手当には、児童の障がいの状態によって１

級と２級があります。

【支給月額】

　１級　51,100円

　２級　34,030円

【支 給 月】

　４月、８月、11月

！ 現況届の提出はお済みですか？
　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している方は、現況届の提出が必要です。役場福祉課か

ら文書でご案内していますので、忘れずに提出してください。

　期限までに提出されない場合、手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

〝
年
金
情
報
流
出
〟
を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
職
員
の
端
末

に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
に

よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
情
報
の
一
部

が
外
部
に
流
出
し
た
こ
と
が
、
５
月
28
日
に

判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
流
出
を
口
実
に
、
日
本
年
金
機

構
を
名
乗
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と

し
た
り
、
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除
し
て

あ
げ
る
と
持
ち
か
け
て
き
た
り
す
る
者
が
現

れ
て
い
ま
す
。

　

〝
振
り
込
め
詐
欺
〟や
〝
個
人
情
報
の
搾
取
〟

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で
皆
さ

ん
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
流
出
が

確
認
さ
れ
た
方
へ
の
新
し
い
基
礎
年
金

番
号
は
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
皆
さ
ん

に
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
皆
さ
ん

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問

：

今
回
の
不
正
ア
ク
セ
ス
で
、
私
の
年
金

そ
の
も
の
が
無
く
な
っ
た
り
、
減
っ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
？

　

今
回
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
皆
さ
ん

の
年
金
そ
の
も
の
が
無
く
な
っ
た
り
、
減
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
へ
の
年
金
支
払
い
の
基
と
な
る
年

金
記
録
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報

流
出
や
年
金
記
録
の
改
ざ
ん
は
、
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
流
出
し
た
基
礎
年
金

番
号
は
新
し
い
番
号
に
変
更
さ
れ
ま
す
が
、

番
号
が
変
わ
っ
て
も
、
皆
さ
ん
の
他
の
年
金

記
録
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る
か
ご
心

配
の
方
は
、
専
用
電
話
窓
口
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

�

☎
０
１
２
０

－

８
１
８
２
１
１

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

　

※
通
話
料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

・
帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

新
人
を
紹
介
し
ま
す
（
７
月
１
日
付
）

満仁崎　洋介
住民課住民室

主　事

・
年
齢　

32
歳

・
出
身　

足
寄
町

・
趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

「
民
間
で
の
経
験
を
生
か
し
、
ど
の
よ
う
に
足

寄
町
に
貢
献
で
き
る
か
を
常
に
考
え
、
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
町
職
員
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

増田早也香
福祉課福祉室

主　事

・
年
齢　

26
歳

・
出
身　

足
寄
町

・
趣
味　

お
菓
子
作
り
、
映
画
鑑
賞

「
今
ま
で
働
い
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
、
一

日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

松村　康弘
福祉課総合支援相談室

主　事

・
年
齢　

27
歳

・
出
身　

鶴
居
村

・
趣
味　

サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル

「
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
に
積
極
的
に

参
加
し
、
皆
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
い
ち
早
く
覚

え
、
親
近
感
の
あ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
、
一

生
懸
命
勉
強
し
て
い
き
ま
す
」
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
33
回

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
「
誰
も
が
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
相
談
窓
口
」
と
し
て
開
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
０
５
７
０

－

０
６
４

－
３

７
０
」
も
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
が
、
今

回
３
桁
の
番
号
と
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
覚

え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
っ
て
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
の
？

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
受
け
ら
れ

る
相
談
は
、
主
に
次
の
内
容
で
す
。

・
悪
質
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル

・
製
品
や
食
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

事
故
や
情
報
提
供

・
産
地
の
偽
装
、
う
そ
の
広
告
等
の

表
示
に
関
す
る
情
報
提
供

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

「
１
８
８
」
で
な
い
と
い
け
な
い
の
？

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
の
存
在
や
連
絡
先
を
知

ら
な
い
消
費
者
の
方
に
、
お
近
く
の

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
案
内
す
る
も

の
で
す
。
平
日
は
最
寄
り
の
相
談
窓

口
が
案
内
さ
れ
、
窓
口
が
閉
ま
っ
て

い
る
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
、

道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

消防通信　第12号

前　略

足寄消防署より

　

熱
中
症
は
、
気

温
や
湿
度
が
高
い

中
で
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体

温
調
節
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。
炎
天

下
で
の
運
動
や
作

業
の
他
、
空
調
の
効
い
て
い
な
い
室
内
で
も

起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
は
注
意
が
必
要

で
す
。
子
ど
も
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
熟

な
た
め
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
の
で
す
。

一
方
、
高
齢
者
は
喉
の
渇
き
や
暑
さ
を
感
じ

に
く
い
た
め
、
自
覚
症
状
に
気
付
か
ず
熱
中

症
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
や

高
齢
者
が
汗
を
た
く
さ
ん
か
い
て
い
た
り
、

ふ
ら
つ
く
な
ど
様
子
が
お
か
し
か
っ
た
り
し

た
ら
、
熱
中
症
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
応
急
手
当
て

　

熱
中
症
か
な
と
感
じ
た
ら
、
涼
し
い
場
所

へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
安
静
に
し
ま
す
。

　

屋
外
で
あ
れ
ば
、
日
陰
や
風
通
し
の
良
い

場
所
、
屋
内
で
あ
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

年
間
出
動
件
数�

（
７
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

２
２
８
件
（
５
件
減
）

火
災
出
動�

７
件
（
５
件
増
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

熱
中
症
を
予
防

し
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
ろ
う

機
、
う
ち
わ
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
水
分
摂
取
と

と
も
に
、
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
で
首
や
わ
き
の
下
、

足
の
付
け
根
を
冷
や
す
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
室
内
で
は
風
通
し
を
良
く
し
、
部
屋
の
温

度
を
小
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
す
る
と
き
は
涼
し
い
服
装
で
、
日
傘

や
帽
子
な
ど
の
日
よ
け
対
策
も
忘
れ
ず
に
。

③
適
度
に
休
憩
し
、
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
と
適
度
な
運
動
で
暑
さ
に
負
け

な
い
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

▼
普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

日　
　

時　

９
月
９
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
９
時

場　
　

所　

町
消
防
総
合
庁
舎
団
員
研
修
室

内　
　

容　

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
な
ど

対　
　

象　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
（
定
員
30
人
）

申
込
期
限　

９
月
４
日
㈮

申
し
込
み
先
・
詳
細

�

足
寄
消
防
署
☎
25

－

２
６
１
９

平
成
27
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

～
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
～

▼

国
勢
調
査
と
は

▲

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国
の
最
も
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。
国
内
の
人
口
や
世
帯
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
統
計
法
と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
、
５
年
に
一
度
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
日
本
の
未
来
を
描
く
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
に
そ
の

利
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
他
、
社
会
福
祉
や

雇
用
政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
防
災
対
策

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

▼

調

査

対

象
▲

　

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
全
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
で
す
。

▼

調

査

方

法
▲

　

今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
回
答
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世

帯
に
は
、
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
て
調
査
を

行
い
ま
す
。
紙
の
調
査
票
は
、
調
査
員
に
直

接
お
渡
し
い
た
だ
く
か
、
郵
送
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
10
日
か
ら
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お

宅
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た

め
の
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
９
月
20

日
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

　

統
計
法
で
は
、
調
査
員
を
は
じ
め
と
す

る
調
査
関
係
者
に
対
し
て
、
調
査
票
の
記

入
内
容
を
厳
重
に
保
護
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統

計
の
作
成
に
関
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

〝
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〟
は

局
番
な
し
の
「
１い

８や

８や

」

こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

土
曜
日
に
突
然
「
良
い
カ
ニ
が
入
っ
た
の

で
、
以
前
買
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
連
絡
し

て
い
ま
す
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
一

度
断
っ
た
の
に
「
値
引
き
し
ま
す
」
「
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す
」
な
ど
と
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
、

結
局
根
負
け
し
て
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

　

相
談
し
た
い
け
れ
ど
、
平
日
は
仕
事
が
あ

っ
て
ど
う
し
て
も
消
費
生
活
相
談
所
に
連
絡

で
き
な
い
場
合
な
ど
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
が
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
利
用
時
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
電
話
が
話
し
中
で

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
の
「
平
日
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
相
談
」
の
電
話

番
号
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
寄
り
の
相

談
窓
口
に
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
に
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

QQ AA平
日
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

●
消
費
生
活
相
談
所　

☎
28

－

０
５
８
５

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　

※
不
在
時
は
、
役
場
住
民
課
住
民
生
活

担
当
☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消

費

者

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

平
日
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
相
談

☎
０
３

－

３
４
４
６

－

１
６
２
３

　
　
　

平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　

※
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
休
み

《
髙
安
相
談
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
終
わ
り
、
通
話
が
開
始
さ
れ
た
時
点

か
ら
通
話
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。
円
滑
な

相
談
処
理
を
受
け
る
た
め
に
、
氏
名
や
住

所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
を

聞
か
れ
ま
す
の
で
、
相
談
内
容
も
含
め
事

前
に
メ
モ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
た
場

合
は
、
警
察
（
１
１
０
番
）
か
消
防
（
１

１
９
番
）
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

消費者トラブルは

１８８
（嫌や！）
泣き寝入り！

へご相談ください



平成32年
には

単身世帯が

トップに

なるニン！

知っとく！認知症
「認知症の現状と課題」の巻

1415

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

ス

ッ

キ

リ

目

覚

め

て

快

適

な

毎

日

を
！

　

日
々
の
睡
眠
は
、
心
と
体
の
疲
労
を
回
復

し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
活
力
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
や
育
児
、
夜
間
の
介
護
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
理

想
的
な
睡
眠
が
困
難
な
社
会
に
あ
り
ま
す
。

生
活
の
中
で
安
定
し
た
睡
眠
時
間
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

足
寄
町
の
睡
眠
実
態
は
？

　

平
成
26
年
度
足
寄
町
の
国
保
特
定
健
診
受

診
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
「
睡
眠
で
休
養
が
十
分
取
れ
て
い
ま
す
か
」

と
の
質
問
で
は
、
25
・
９
％
の
人
が
「
い
い

え
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
結
果
（
23
・
５
％
）
と
比

較
す
る
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
全
国

調
査
の
結
果
（
24
・
０
％
）
と
比
較
し
て
も

高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
の
睡
眠
に
よ
る
休
養
の
満
足
感

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

睡
眠
の
効
果

・
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
よ
り
成
長
を
促
す

・
疲
労
や
け
が
を
修
復
す
る
働
き
が
あ
る

・
免
疫
細
胞
の
働
き
を
活
性
化
し
て
、
免
疫

力
を
高
め
る

・
脳
と
体
を
休
め
る

・
情
報
を
整
理
し
て
記
憶
を
定
着
さ
せ
、
学

習
や
技
能
を
習
得
す
る

睡
眠
と
こ
こ
ろ
の
健
康

　

寝
付
け
な
い
、
熟
睡
感
が
な
い
、
早
朝
に

目
が
覚
め
て
し
ま
う
、
眠
っ
て
も
疲
れ
が
取

れ
な
い
等
の
不
眠
症
状
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気

の
症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

『
眠
っ
て
も
心
身
の
回
復
感
が
な
く
、
気

持
ち
が
重
た
い
』『
物
事
へ
の
関
心
が
薄
れ
、

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
楽
し
め
な
い
』
な
ど
は
、

こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
と
う
つ
病
の
危

険
性
を
高
め
る
た
め
、
睡
眠
に
よ
る
休
養
感

は
こ
こ
ろ
の
健
康
に
と
て
も
重
要
で
す
。

睡
眠
と
嗜
好
品

○
ア
ル
コ
ー
ル

　

睡
眠
薬
代
わ
り
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と

慣
れ
が
生
じ
や
す
く
、
長
期
的
に
み
る
と
か

え
っ
て
寝
付
き
に
時
間
が
掛
か
り
、
途
中
で

目
覚
め
て
熟
睡
感
が
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

○
カ
フ
ェ
イ
ン

　

カ
フ
ェ
イ
ン
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
に
含

ま
れ
て
お
り
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

一
方
、
睡
眠
を
妨
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

覚
醒
作
用
が
30
分
～
５
時
間
程
度
持
続
す
る

た
め
、
夕
食
後
や
就
寝
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂

取
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
少
量

で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
量

が
増
え
る
と
覚
醒
作
用
が
あ
る
た
め
、
入
眠

を
妨
げ
ま
す
。

睡
眠
不
足
と
生
活
習
慣
病

○
肥
満

　

睡
眠
の
変
調
は
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
し
、
肥
満
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
脂
肪
細
胞
が
肥
大
化
す
る

と
食
欲
が
増
進
さ
れ
ま
す
。

○
血
糖
値
の
上
昇

　

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え

る
た
め
に
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
が

低
下
し
ま
す
。

○
血
圧
の
上
昇

　

血
圧
を
上
げ
る
交
感
神
経
が
活
発
に
な
る

た
め
血
圧
や
心
拍
数
が
下
が
ら
ず
、
こ
の
状

態
が
続
く
と
血
管
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
の
工
夫
を

・
保
温
と
汗
の
吸
湿
性
が
良
く
、
適
度
な
硬

さ
の
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
、
寝
心
地
の
良
い

寝
具
や
枕
を
選
ぶ

・
就
寝
前
に
明
る
い
映
像
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
は
控
え
る

・
眠
れ
な
い
と
き
は
、
無
理
に
眠
ろ
う
と
せ

ず
目
を
閉
じ
て
体
を
休
め
る

　

睡
眠
は
、
健
全
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
で
す
。
睡
眠
に
関
し
て
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

健
康
川
柳
の
応
募
作
品

お
題　

「
睡
眠
」
「
ス
ト
レ
ス
」

　

11
月
上
旬
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
作
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�
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こ
ん
に
ち
は
、
ボ
ク
は
認
知
症
の
妖
精
の

あ
ゆ
ニ
ン
ち
ゃ
ん
！

　

今
月
か
ら
「
あ
ゆ
ニ
ン
ち
ゃ
ん
の
知
っ
と

く
！
認
知
症
」
と
題
し
て
、
皆
さ
ん
に
今
話

題
の
認
知
症
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ン
。

　

第
１
回
は
「
認
知
症
の
現
状
と
課
題
」
に

つ
い
て
お
話
す
る
ニ
ン
！

増
え
続
け
る
、
認
知
症
高
齢
者

　

図
１
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
24
年
に
厚
生
労

働
省
が
発
表
し
た
「
認
知
症
高
齢
者
の
将
来

推
計
」
で
す
。
認
知
症
高
齢
者
の
人
数
が
年 

々
増
加
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
研
究
班
調
査
結
果

（
平
成
25
年
）
に
よ
る
と
、
認
知
症
高
齢
者

は
４
６
２
万
人
。
さ
ら
に
、
認
知
症
予
備
軍

と
言
わ
れ
る
軽
度
認
知
障
害
の
人
が
４
０
０

万
人
と
な
っ
て
お
り
、
推
計
を
上
回
る
勢
い

で
認
知
症
の
人
は
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
認
知
症
に
な
り
や
す
い
！

　

図
２
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
年
齢
が
５
歳

上
が
る
と
認
知
症
に
な
る
割
合
が
ほ
ぼ
２
倍

に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
長
寿
＝
認
知
症
を
発
症
す
る
確
率
が
高
く

な
る
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
長
生
き
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国

で
あ
る
日
本
は
、
今
後
、
認
知
症
に
な
っ
て

当
た
り
前
の
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
単
身
者
が
急
増

　

高
齢
単
身
世
帯
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
が
地
域

に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
３
）。

　

足
寄
町
に
お
い
て
も
、
全
国
と
同
様
に
65

歳
以
上
の
７
人
に
１
人
は
認
知
症
の
症
状
が

見
ら
れ
る
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
高
齢
化

率
も
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
、
高
齢
単
身
世
帯
も

急
増
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
、

「
お
互
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で
�

　

こ
れ
ら
の
現
状
か
ら
、
認
知
症
は
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
あ
り
、

地
域
に
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
が
増

え
て
い
く
た
め
、
介
護
や
福
祉
の
専
門
職
だ

け
で
は
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
認
知
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
得
て
、
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
こ
と
（
予
防
）
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
仕
方
を

学
び
、
助
け
合
え
る
地
域
を
今
か
ら
つ
く
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

詳　
　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
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次
回
は
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気

な
の
か
を
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ン
！
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（図１）認知症高齢者の将来推計（全国）
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（図２）性別・年齢階級別の認知症有病率（全国）
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第19回本別きらめきタウン
フェスティバル２０１５

「コミュニティプラザ☆ぷらっと」
オープン

　商業活性化施設「コミュニティプラザ☆ぷら

っと」が陸別町大通にオープンしました。

　この施設は、飲食店、薬局などの店舗の他、

地域コミュニティの場として１階のカフェをフ

リースペースとしていますので、気軽にお立ち

寄りください。

詳　　細� 陸別町商工会　☎２７-３１６１

　本別最大のイベント「本別きらめきタウンフ
ェスティバル２０１５」が開催されます。うま
いもの市や東十勝花火大会など一日中楽しめる
お祭りです。
日　　程　９月５日㈯－６日㈰
場　　所　利別川河川敷地特設会場
内　　容
５日　午前11時－うまいもの市など
　　　午後１時－ふわふわランド
　　　　　７時－開会式＆花火点火セレモニー
　　　　　７時30分－東十勝花火大会
６日　午前10時－うまいもの市、ふわふわラン

ド、ばんばレースなど
　　　　　11時－キャラクターショー『手裏剣

戦隊ニンニンジャ―』（１回目）
　　　　　　　　※２回目は午後２時から
　　　午後６時－「水森かおり」ほか歌謡ショー
詳　　細� 本別町役場　☎２２－２１４１

乳がん・子宮がん検診のお知らせ

とかち帯広空港「空の日」記念・航空まつり２０１５

九州大学公開講座
「ミズナラの人工造林」開催

夏の暴力追放運動実施中

家屋実地調査に
ご協力をお願いします

住民票を残して別の場所に
お住まいではありませんか

日　　時　９月28日㈪　午前９時30分－10時30分、午後１時－３時

　　　　　　　29日㈫　午前８時－11時

※両日時間予約制です。

場　　所　町民センター

対 象 者　昨年の検診を受診していない方

＜乳 が ん＞40歳以上の女性（先着80人）

＜子宮がん＞頚部　20歳以上の女性（先着１００人）

　　　　　　婦人科エコー　頚部受診者のうち、希望される方

　　　　　　体部　頚部受診者のうち、当日の問診時に必要と思われる方

料　　金

＜乳 が ん＞50歳未満（Ｘ線検査２方向撮影）　３，２００円

　　　　　　50歳以上（Ｘ線検査１方向撮影）　２，７００円

＜子宮がん＞頚部　２，３００円

　　　　　　婦人科エコー　１，０８０円

　　　　　　体部（必要な方のみ）　１，３００円

※生活保護世帯の方は無料です。

申込期限　８月25日㈫　午後５時まで

詳　　細� 役場福祉課保健福祉室予防検診担当　☎２５－２５７１

　スポーツカイト演舞や消防車・北海道警察ヘリコプターのデモンスト

レーション、味覚と地場産品コーナーなど子どもから大人まで楽しめる

イベントが盛りだくさんです。

日　　時　９月13日㈰　午前10時－午後３時

場　　所　とかち帯広空港

そ の 他　ＪＡＬ航空教室および管制塔・気象施設見学、ナイトツアー

は事前申し込みが必要です。詳しくはお問い合わせください。

詳　　細� とかち帯広空港「空の日」記念事業実行委員会

� ☎０１５５－６４－５３２０

　九州大学北海道演習林の森を構

成するさまざまな樹木の生態につ

いて学んでみませんか。

日　　時

　10月３日㈯（室内講義）

　午後５時－７時

　10月４日㈰（野外講義）

　午前９時－午後２時30分

内　　容　演習林内での野外観察、

講義、実習

場　　所　九州大学北海道演習林

対　　象　高校生以上

定　　員　15人

受 講 料　２，０００円

※別途保険料が掛かります。

申込期限　９月18日㈮
そ の 他　本講座は道民カレッジ

連携講座の単位に認定されます。

詳　　細� 九州大学北海道演習林

� ☎２５－２６０８

　夏は、暴力犯罪や少年非行が多

発する時季です。北海道から暴力

を追放し、明るく住みよい郷土を

作りましょう。

詳　細� 北海道暴力追放センター

� ☎０１１－２７１－５９８２

　家屋（車庫・物置を含む）を新

築・増築・改築した方を対象に家

屋の実地調査を行っています。

　この調査は固定資産税の評価額

を算出するために、家屋の間取り

や使用資材を見せていただくもの

です。

　また、家屋や土地の課税漏れや

軽減措置の適用が正しくされてい

るか固定資産評価補助員が実地調

査を行っています。皆さんのご協

力をお願いします。

詳　　細� 役場住民課課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３３

　平成27年10月５日からのマイナ

ンバー制度施行に伴い、個人ナン

バー通知カードが皆さんの住民票

の住所へ送付されます。

　しかし、東日本大震災の被災者

やドメスティックバイオレンス等

の被害者など、やむを得ない理由

により住民票の住所にお住まいで

ない方は通知カードが受け取れな

い可能性があるため「通知カード

の送付先に係る居所登録申請書」

を提出してください。申請書を提

出することで、住民票のある市町

村区から通知カードを受け取るこ

とができます。

　申請書は、お近くの市町村など

で入手できます。

詳　　細� 役場住民課

� 住民室戸籍年金担当

� ☎２５－２１４１内線２１１

お知らせ 役場建設課からのお知らせ

●交通規制について

　配水管拡張工事および下水道工事、道路工事のため次の通り通行

止めを行います。なお、通行禁止区間であっても区域内住民のため

に必要と認められる交通は確保します。

配水管拡張工事　　　　　　　　　下水道工事

＜南７条３丁目～４丁目＞　　　　＜西町５丁目＞

工事期間　９月28日㈪まで　　　　工事期間　10月９日㈮まで

道路工事①　　　　　　　　　　　道路工事②

＜旭町１丁目～２丁目＞　　　　　＜西町３丁目＞

工事期間　10月30日㈮まで　　　　工事期間　10月30日㈮まで

●漏水調査について

　道路上および各家庭に埋設されている水道管の音調調査（機械を

使って漏水を調べる調査）等を行います。特に、水の使用量が減る

夜間に調査を行うため、調査員が各家庭の敷地内に入ることがあり

ます。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

調査箇所　西町１丁目～９丁目、里見が丘

調査期間　９月30日㈬まで

詳　　細� 役場建設課　☎２５－２１４１上下水道工務担当内線３５７

� 　　　　土木担当内線３７１

●北海道排水設備工事責任技術者試験

日　　時　10月22日㈭　午後１時30分－３時30分

場　　所　ホテルグランテラス帯広ほか道内８会場

受 験 料　５，０００円

受付期間　８月24日㈪－９月２日㈬（土曜日、日曜日は除く）

そ の 他　試験用問題集およびテキストが販売されています。必要

な方は直接お問い合わせください。

＜注文先＞

公益社団法人日本下水道協会　☎０３－６２０６－０２５１

詳　　細� 役場建設課　☎２５－２１４１上下水道業務担当内線３５２

通行止め区間

通行止め区間

通行止め区間通行止め区間
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☆８月から実家を離れ、一人暮らしを

始めました。不便なことも多々あり

ますが、なんだかんだで気楽な日々

を送っています。

☆引っ越し当日は、職場の有志の皆さ

んがお手伝いしてくれました。途中、

机の脚が折れたり扇風機が軽トラッ

クから転落したりとハプニングもあ

りましたが、無事に引っ越し作業を

終えることができました。

☆実家を離れる際、父と母から「いつ

でもご飯を食べに帰ってきて良いか

らね」と言われ、両親の愛に感動し

ました。お父さん、お母さん、たま

には帰るからね。だって私の家から

実家まで、徒歩15秒だもの。

中野　健
たけ

琉
る

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年８月31日生まれ）

　いつも元気な健琉です。外遊

びが大好きで、散歩に行くとい

つも走っています。これからも

お姉ちゃんと仲良く、元気に大

きくたくましく育ってね。

 明・麻衣さ
んの子

� （南１条２丁目）
髙畠　愛

あい

梨
り

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年８月７日生まれ）

　歌と踊り、アンパンマンが大

好きで、いつもぬいぐるみを離

しません。いつも元気にあちこ

ち走り回っています。人に優し

い、明るく元気な子になってね。

� 郁弥・千秋さ
んの子

� （南２条４丁目）

赤間　蓮
れん

夏
か

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年８月14日生まれ）

　おとなしそうに見えて、かな

りのやんちゃ坊主。やりたいこ

とは何としても実行しようとす

る根性もなかなかです。大好き

な兄と、心も体もたくましく育

ってね。� 寛貴・里子さ
んの子

� （北３条２丁目）

今月の表紙

　６月24日に行われた「ひよこクラブ消防署

見学」でのスナップです。

 （⇒６ページ）　

ひとのうごき
７月末の住民基本台帳

人　口　　７，２４８　人　（－17)

　男　　　３，５０９　人　（－14)

　女　　　３，７３９　人　（－３)

世　帯　　３，５４２世帯（－９)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


